
金
滞
古
蹟
志
巻
十
ニ

石
を
奥
へ
、
武
功
の
士
た
り
。
元
和
二
年
の
武
功
替
に
-X
ふ
。
舟
喜

治
部
左
衛
門
、
本
国
越
中
也
。
初
め
土
肥
美
作
方
に
罷
有
る
時
分
、

越
中
増
山
・
上
和
問
を
上
杉
謙
信
被
v
磁
候
時
、
下
和
田
の
川
中
に
て

石
井
城
助
と
名
乗
候
者
と
鑓
を
第
v
合
候
。
吉
岡
助
六
郎
と
申
者
見

候
。
叉
飽
州
穴
水
と
ら
塚
と
申
所
に
て
、
武
部
上
織
と
申
者
と
鎚
を

合
せ
、
上
総
に
突
か
れ
た
り
。
共
後
敵
退
き
け
る
を
し
た
ひ
候
て
、

友
た
訂
と
申
谷
に
於
て
高
名
仕
た
り
。
三
輪
戎
兵
衛
と
申
者
見
候

也
。
叉
越
中
か
ふ
し
は
草
と
申
所
へ
、
敵
働
き
候
を
鑓
A
ロ
せ
け
り
。

安
見
藤
左
衛
門
ど
申
者
見
候
也
。
右
三
人
何
茂
相
果
候
へ
ど
も
、
有

部
釆
女
可
目
存
知
-
候
。
叉
越
中
岩
瀬
へ
河
悶
盤
前
働
き
引
上
候
底
へ
、

水
橋
の
上
張
弓
の
調
仰
を
ぽ
、
萩
悶
僻
兵
衛
と
申
者
取
切
り
け
る
を
、

拙
者
先
掛
仕
り
敵
を
遁
立
、
市
聞
と
申
鹿
ま
で
漣
付
‘
奥
一
と
申
者

と
鎚
組
み
、
奥
一
を
突
伏
せ
け
る
虎
ヘ
、
宮
崎
矢
.
丸
郎
と
申
者
参
り
、

興
一
が
首
を
我
等
捕
り
矢
九
郎
へ
渡
し
け
る
時
、
体
兵
衛
も
り
返

『
血

C

し
‘
矢
九
郎
が
と
む
ら
を
付
候
閥
、
矢
丸
郎
を
引
立
の
け
被
官
共
に

相
渡
し
、
我
等
夫
よ
り
市
岡
・
古
舘
の
口
へ
罷
越
侠
へ
ば
、
富
士
調

九
郎
と
申
者
.
七
・
八
人
民
て
突
出
で
け
る
を
、
踊
九
郎
と
鑓
組
み

突
伏
せ
、
首
を
捕
り
た
り
。
此
儀
河
瀬
喜
八
郎
与
申
者
・
有
海
釆
女

可
v
申
と
い
た
し
け
る
を
、
我
等
鑓
を
取
り
突
梯
ひ
、
兵
助
を
引
立
退

き
候
へ
ば
、
又
温
つ
め
兵
助
が
上
ヘ
乗
り
け
る
を
突
梯
ひ
た
り
。
敵

味
方
草
刈
休
申
所
を
、
大
納
言
様
初
め
内
競
助
敵
味
方
見
物
被
v
成、

共
よ
り
罷
立
‘
兵
助
を
引
立
て
首
を
不
ν
震
ν
捕
、
門
脇
ま
で
引
付
た

り
。
共
時
付
入
被
v
成
候
と
て
、
門
を
明
け
不
ν
申
を
、
城
よ
り
伎
参

り
門
を
明
け
、
兵
助
を
内
へ
入
れ
‘
我
等
も
内
に
入
り
た
り
。
飯
坂

源
左
衛
門
・
有
海
釆
女
被
=
存
知
-
也
。
叉
越
中
池
聞
と
申
披
に
、
山
岸

門
兵
術
・
宮
崎
左
近
雨
入
、
須
悶
殿
よ
り
被
v
置
け
る
時
、
門
兵
衛
心

替
り
に
て
働
き
、
此
方
よ
り
架
設
け
る
に
、
共
健
鎚
に
成
候
時
、
と

ぴ
の
者
被
決
殺
一
鬼
と
申
者
股
を
突
か
れ
倒
れ
申
を
、
我
等
ふ
せ
ぎ
、

鑓
合
せ
突
崩
し
高
名
仕
け
る
。
有
滞
釆
女
被
a
存
知
-
也
。
叉
越
中
境
の

城
へ
景
勝
の
働
き
之
時
、
町
曲
輸
の
塀
を
安
番
に
乗
り
取
錨
り
け
る

鹿
に
、
敵
待
ち
か
け
組
合
.
良
久
し
く
組
合
ふ
と
い
へ
ど
も
‘
絡
に

勝
負
不
ν
付
。
子
v
時
唐
人
式
部
大
輔
の
内
鑓
中
村
と
申
者
参
り
、
我
等

弟
に
て
有
v
之
故
く
れ
候
へ
と
申
に
付
、
中
村
へ
出
し
け
る
。
そ
れ
よ

り
先
が
け
仕
り
‘
櫨
平
曲
輪
関
聞
の
前
に
て
高
名
仕
り
罷
尚
候
へ

ば
、
共
よ
り
門
を
立
久
敷
持
ち
た
り
。
我
等
首
を
持
ち
罷
下
り
、
町

の
外
に
て
景
勝
の
御
闘
に
懸
候
へ
ば
‘
一
番
首
の
よ
し
御
意
被
v
成
候

金
滞
吉
原
志
巻
十

ニ
八

貫
主
H

知
-
候
。
叉
長
尾
小
四
郎
七
月
十
七
日
に
働
被
v
申
を
し
た
ひ
候

て
、
水
橋
に
て
遁
崩
し
高
名
仕
た
り
。
笠
人
は
大
ま
る
た
、
登
人
は

ひ
だ
の
者
、
笠
人
は
不
v
奉
v
存
。
三
人
を
討
取
候
事
、
有
滞
釆
女
可
a

存

知
-
也
。
叉
大
納
言
様
・
佐
々
内
磁
助
・
佐
久
間
玄
審
・
徳
山
五
兵
衛
、

氷
見
庄
へ
御
働
之
時
.
我
等
傍
銀
共
百
人
許
、
し
だ
り
尾
と
申
所
に

古
舘
有
v
之、
A
A
へ
遁
込
ま
れ
被
v
攻
け
る
を
‘
助
け
間
数
か
と
飯
坂
源

左
衛
門
に
申
候
へ
ば
、
目
く
ら
に
て
候
閑
助
け
可
v
申
。
た
す
け
ば
共

の
方
笠
人
助
け
侠
へ
と
申
に
付
、
我
等
許
助
け
候
て
名
乗
候
へ
ば
、

多
勢
参
り
候
欺
と
存
知
候
哉
、
共
健
崩
れ
侠
時
、
内
よ
り
罷
退
申
を
‘

返
し
候
。
我
等
殿
り
仕
返
き
候
底
に
、
敵
多
く
付
候
を
、
我
等
譜
し

鑓
錫
v
合
、
共
聞
に
突
伏
申
魔
へ
、
中
村
三
助
と
申
者
助
け
、
敵
を
治

ひ
た
て
引
揚
げ
た
り
。
敵
多
人
数
ゆ
ゑ
叉
付
申
す
を
、
敢
度
も
り
越

し
、
問
人
も
討
た
せ
不
v
申
、
披
を
立
混
き
た
り
。
共
時
披
よ
り
美
作
、

持
刊
一
つ
き
に
水
づ
け
を
い
た
し
、
い
き
切
可
b

申
、
給
候
へ
と
申
て
越

被
v
申
を
、
我
等
給
ぺ
、
飯
坂
源
左
衛
門
・
有
滞
釆
女
・
同
右
京
助
・
木

村
普
丞
、
此
者
共
に
喰
は
せ
候
。
然
底
に
諏
訪
の
前
へ
敵
廻
候
問
、

我
等
可
a
罷
出
-
由
城
よ
り
被
v
申
に
付
、
中
黒
兵
助
と
申
者
に
織
地
需
v

持
罷
出
候
へ
ぽ
、
敵
多
く
傘
・
り
、
五
・
六
聞
の
内
に
て
兵
助
が
首
を
捕

て
、
御
益
被
ν
下
。
此
儀
有
様
釆
女
被
昌
存
知
-
也
。
叉
直
江
山
城
最
上

へ
働
被
v
申
時
、
九
月
廿
九
日
に
我
等
強
敵
ニ
・
三
度
廻
り
け
る
を
心

得
、
無
二
無
三
に
か
L
り
、
敵
を
迫
崩
し
、
鑓
下
に
て
、
我
等
興
カ

ひ
の
浦
次
郎
左
衛
門
と
申
者
に
首
と
ら
せ
た
り
。
共
時
山
城
被
v
申

は
、
天
下
殿
の
足
駿
大
絡
に
致
し
候

τも
く
る
し
く
有
問
敷
と
被
v
申

候
て
、
褒
美
と
し
て
金
子
く
れ
ら
れ
た
り
。
此
儀
は
本
庄
主
計
能
存

知
け
る
と
。
按
や
る
に
、
舟
喜
氏
は
越
中
園
土
箸
の
士
に
し
て
、
舟

寄
は
舟
木
の
綴
字
な
ら
ん
か
。
奈
良
東
大
寺
八
幡
宮
新
治
合
所
減
、

弘
仁
六
年
十
月
品
川
目
の
古
文
書
に
、
越
中
園
磁
波
郡
杵
名
姪
庄
長
枯

木
弟
虫
て
ふ
人
見
h
‘
古
事
関
紳
武
天
皇
の
段
に
、
紳
八
井
耳
命
者

伊
勢
の
船
木
の
直
等
之
組
也
と
あ
り
。
城
戸
氏
系
聞
に
、
舟
木
茜
五

郎
政
吉
者
越
中
入
、
仕
=
佐
々
成
政
-
而
有
v
功
。
天
正
中
成
政
立
山
麓

砂
良
々
々
一
越
之
時
‘
相
従
者
之
中
也
。
と
あ
り
。
是
治
部
左
衛
門
の

一
一
族
た
る
ぺ
し
。
治
部
左
衛
門
が
子
孫
は
、
舟
菩
幾
久
三
郎
4
稽
し
、

能
登
町
民
居
住
し
、
世
品
川
一
鎗
術
に
繕
す
。

O
青
木
額
母
侮
話

頼
母
は
‘
本
多
安
易
守
政
重
の
出
棋
士
に
て
、
家
総
六
百
石
を
興
へ
、

武
功
の
士
也
。
元
和
二
年
の
武
功
書
に
一
宮
ふ
。
背
木
頼
母
、
本
国
越

ニ
九




